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1月は「職業奉仕月間」です。 
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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 

表紙写真は、富田林市の全景です。 



国際ロータリー会長 

 シェカール・メータ 



ガバナー メッセージ 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

1月は「職業奉仕月間」です。 
 

 国際ロータリー第2640地区の皆様、新年おめでとうご

ざいます。 旧年中は、ガバナー公式訪問等で、大変お世話

になりました。ありがとうございます。 

 今年も、よろしくお願いいたします。 

 

 昨年は、新型コロナ感染症で、仕事においても、ロータリー活動においてもなか

なか困難が伴う1年でした。今年こそは、感染症が終息し、平穏な毎日に戻って欲し

いものです。 

 皆様は、新年を迎えるに際し、今年の目標を立てられましたか？仕事の上で目標

を立てることは重要なことです。ロータリーが他の団体と違うところは職業奉仕と

いう考えを持っていることです。我々ロータリアンは、自己改善を重ねて、自分の職

場を健全に守ると共に、取引先・下請け業者・従業員・顧客など、自分の事業と関係

を持つ人に幸せをもたらすことが大切です。その心を持って事業を営めば、必ず最

高の利益をもたらすことが可能です。我々は、職業を通じて、自分の周りにいる人を

幸せにする目標を掲げて、社会や事業の発展に寄与していきましょう。 



職業奉仕月間によせて  

地区職業奉仕委員長 角谷 浩二 

 過去にRI（国際ロータリー）では職業奉仕が無くなった
時代がありました。しかし三年の後に日本ロータリーの
努力により復活しております。今、再び滅亡の危機に瀕し
ております。RIはロータリー金看板である職業奉仕を社
会奉仕の小委員会としております。これはRIがロータ
リーの職業奉仕をはき違えているのではないかと思っ
ております。 

 ロータリーは他の奉仕団体のような社会奉仕を第一
義に考えている奉仕団体ではございません。ましてや、
単なる慈善団体でもなく寄付団体でもありません。ロー
タリーは会員の「職業倫理」を追求することが第一義で
す。職業奉仕とは、世のため人のために如何に役に立つ
商品を生産又は販売するかを考え、それによって世の中
が発展し皆が幸福になっていく。そして、その反射的効
果として自分が儲かるのです。ここで問題となるのが
「自分のお金儲け」が何故「世のため人のための奉仕」
に結びつくのかです。これが職業奉仕最大の難問です。
これを解くのにはまずロータリーは個人の資格によって
奉仕活動やボランティア活動を行なうということを理
解しなければなりません。もし人を泣かせ人を騙した人
間が平気な顔をして奉仕活動をしていたならばそれは
真の奉仕と言えるであろうか。もし、人を泣かせ人を騙
した人間が平気な顔をしてボランティア活動をしていた
ならばそれは偽善者です。ロータリーは違う。ロータリー
の奉仕とは、職業奉仕の実践によって得たお金で、まず
は自分の家庭や従業員を養い、そしてその余ったお金
の一部を奉仕に使う。そしてその人間の労働時間の余
暇を使ってボランティア活動をする。「職業倫理」の実践
によって生まれた「倫理に基づくお金や人」によって
ロータリーは初めて社会奉仕やボランティア活動が実
践されるのです。倫理に基づくお金や人が基礎となり初
めて奉仕が実践されるということを知っておかなけれ
ばなりません。不浄なお金や人間が奉仕やボランティア
活動を行なうことはできません。これがロータリー活動
の「お金儲け」と「奉仕」の関係です。 

 次に、I SERVEについてお話させて頂きます。ロータ
リーは個人の資格によって活動を行う「I SERVE」個人奉
仕ですが、他の奉仕団体は「WE SERVE」団体奉仕です。
両者とも同じような奉仕活動をしいるのにどの様な違
いがあるのかという問題が生じます。これは、奉仕への
精神性の違いから生じるものです。例えば、駅前の清掃
奉仕を行ったとします。他団体は「我々は」です。我々は
皆でこの清掃活動を行うと答えます。しかし、ロータリー
は「私は」です。「私は駅前の清掃活動をすることによ
り、この街に初めて来た人が駅に着いた時、なんと美し
い街であろうと思われることを信じて奉仕活動を行い、
皆も同じ志を持って活動をしております」と答えます。つ
まり個人奉仕でありながらその個人奉仕活動の集まりと
してロータリー活動が成り立っているのです。では、ロー
タリークラブの「クラブ」とはどのような役割を持ってい
るのかです。まず、職業奉仕の考えからすると、ロータリ
アンは職業を持っております。その職業からのお金で奉

仕活動を行うことが出来ます。し
かし、ロータリークラブは職業を
持っておりません。故に、お金を生
み出さないクラブが如何にして
奉仕活動ができるのかです。ロー
タリーのクラブとは事務的な役割
だけです。会費を集め、各種の支
払いをする。委員会で決まった事
柄を会員に連絡する。奉仕への参
加は各会員の考えで決まります。
クラブは決して会員に奉仕を強
制することはできないのです。 

 次に、例会の重要性についてご説明させて頂きます。
クラブの定款細則に基づく休会以外は必ず毎週一回の
例会を開かなければなりません。何故、ロータリーは毎
週例会を開催しなければならないのかです。そして一時
間の例会時間の半分を卓話が占めております。他団体
ではこのような卓話はありませんし、例会も多くて二週
間に一回です。ロータリーの「例会」とは、ロータリアンへ
の倫理の向上特に「職業倫理の向上」を最重要視してお
ります。まずは例会で「倫理を学べ」なのです。そのため
の卓話です。卓話で良質な話を聞き、時には自分が先生
となり皆に話をし、その繰り返しによって徐々に自分の
心が洗われ自然と倫理観が身に付いてくるのです。そし
て、それを持って職業に家庭生活に倫理という教えが根
づくのです。いわばロータリーは義務教育の学校です。
学生は毎日学校に通いますが、ロータリーは毎日例会を
開催するわけにはいきません。故に最低週一回例会を開
催することによって「学び」を実践するのです。「入りて
学び、出でて奉仕せよ」とい言葉があります。奉仕を実
践する人間を教育する機関として成り立っているのが
ロータリーの例会です。 

 次に、ロータリーの「本質」についてお話いたします。
近年、ロータリーは社会奉仕に重きを置きすぎるのでは
ないかと思われます。ロータリー定款における「ロータ
リー四つの目的」はあくまでも奉仕活動の「指針」として
の目的でありロータリーの本質ではありません。本質か
ら言えばそれは「手段」として考えなければなりません。
会員が人間として進む倫理を学ぶための手段として社
会奉仕や各種の奉仕活動が存在するのです。決して奉
仕を実践するのが本質ではなく、それを行うロータリア
ンの倫理の向上を目指す、いわば「人づくり」これこそ
がロータリーの本質です。 

 職業奉仕は難解であるとよく言われますが決してそ
うではありません。奉仕にはお金が重要な要素となりま
す。職業奉仕の実践とは平たく言えば「お金儲け」です。
しかし職業奉仕は儲けの「多い、少ない」を問題としてお
りません。お金を儲けるための「方法」を問題としている
のであり、「四つのテスト」はその実践論です。職業奉仕
の実践によって生み出されるお金や人が奉仕の基礎と
なり、土台となってロータリーの全ての奉仕活動が成り
立っていることを理解しなければならないのです。 



「職業奉仕」という概念 

「ロータリーの目的」は、ロータリーの存在目的とロータリアンの責
務について記した哲学的な声明です。職業奉仕は、「目的」の第2
項を土台としており、この項で、ロータリアンは次のことを奨励し、
育むことが求められています。 

• 職業上の高い倫理基準 

• 役立つ仕事はすべて価値あるものという認識 

• 社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なも
のとすること 

職業奉仕はどのように実践できるでしょうか。以下にいくつかの方
法をご紹介します。 

• 例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職業につい
て学び合う 

• 地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生かす 

• 高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を示すこ
とで倫理的な行動を周囲に促す 

• 若者のキャリア目標を支援する 

• 専門能力の開発を奨励し、指導する 

職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社会で奉仕を行う土台となるものです。  

高潔性と倫理 

 ロータリーでは、高潔性と高い倫理を重視しています。その中でロータリ
アンによって生みだされたのが、「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規
範」の2つであり、職場や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針となっています。 

ロータリアンの行動規範 

 「ロータリアンの行動規範」は、「四つのテスト」と並び、すべてのロータリ
アンが事業や専門職において指針とできる、倫理的行動の枠組みとなるも
のです。ロータリーの職業奉仕では、地域社会のニーズに取り組み、支援を
必要とする人たちが自らの力で生活を立てていけるよう支援するために、職業の知識とスキルを活用するこ
とが求められます。 



【ガバナー公式訪問】  

12月1日 

堺おおいずみロータリークラブ 

会長 樋口 淳 

幹事 丸山 孝明 

 

 

12月2日 

那智勝浦ロータリークラブ 

会長  後 誠介 

幹事 松下 裕次郎 

 

 

12月8日 

粉河ロータリークラブ  

会長  平井  貴  

幹事  牛丸 和一 

 

 

12月14日 

高石ロータリークラブ 

会長  永谷 孝寿 

幹事  嶋田 充伸 

 

 

12月16日 

富田林ロータリークラブ 

会長  辰已 泰啓 

幹事  柳本 浩一 



【ＲＩニュース】 

ロータリーで職業のスキルや知識を生かしてみませんか 

 ロータリーでは現在、「ロータリー財団専門家グループ」（Cadre）のメンバーとなる

ロータリアンを募集しています。メンバーは、ロータリーの重点分野または財務監査に

おけるスキルを生かし、補助金プロジェクトの計画・実施にあたるロータリー会員にア

ドバイスを提供します。 

 また、これらの分野のプロジェクト（日本国内も含む）の視察や監査も担当します

（補助金に関する知識や経験は必ずしも必要ありません。財務監査については重点

分野を問わず、会計関係の有資格者がご登録いただけます）。ご登録の申請は「補助

金センター」からお願いいたします（応募締切日：2022年2月28日）。 

 専門家グループに関する詳細はこちら  https://on.rotary.org/30TN9Jk 

https://on.rotary.org/30TN9Jk


  ロータリーは、子どもたちへの一斉予防接種を通じて「ポリオのない世界」を実現す

るというビジョンを初めて描いた団体として、予防接種をするという決断は人道的に

必要不可欠であると考えています。国際ロータリー理事会とロータリー財団管理委員

会は、次のことを信じています。 

１．全世界における予防接種こそが、新型コロナウイルスの世界的流行を終息させるた

めの方法です。私たちは、会員を含め、すべての人に対して予防接種を強く奨励し

ます。 

２．誤情報が新型コロナウイルスとの闘いを妨げています。私たちは、科学に基づく情

報を会員に提供することに力を注いでいます。 

３．ロータリーは、すべての人がワクチンに公平にアクセスできるよう取り組んでいま

す。私たちは、GAVIワクチンアライアンスとの共同の取り組みを通じて、ポリオ根絶活

動における前線での活動を生かし、ワクチン配布を促進しています。 

４．ロータリーは、救命医療を提供している各地の医療従事者に敬意を表します。私た

ちは、各クラブが地元でこれらの英雄を称え、勇気と意欲を与えることを奨励しま

す。 

５．ロータリーでは、新型コロナウイルス感染症の予防とワクチン接種を支援する取り

組みを倍増させるよう、ロータリークラブとローターアクトクラブに奨励していま

す。 

６．現代医学の最大の進歩の一つであるワクチンは、安全で効果があり、毎年数百万人

もの命を救っています。ポリオ、天然痘、はしか、エボラ出血熱といった数々の疾病

の根絶や抑制においてワクチンが役割を果たしており、現在、予防接種を通じて新

型コロナウイルスの世界的流行を終わらせる機会が訪れています。 

７．ポリオの根絶は、今もロータリーの最優先目標です。私たちは、ポリオとの闘いで学

んだことを新型コロナウイルス対応に生かすために貢献できます。 



 ロータリーは、今年も「多様性・公平さ・インクルージョン」（DEI）の促進に力を入れて

いきます。持続可能な変化を生むために人びとが手を取り合って行動する世界の実

現には、多様性、公平さ、インクルージョンのある文化が不可欠です。 

 私たちは、ロータリーのあらゆる活動において、「多様性・公平さ・インクルージョン」

（DEI）を受容し、行動で示すべきであると信じています。      

 これを確実に行うため、理事会とDEIタスクフォースは、2019年に採択されたDEIの声

明の強化に取り組み、 その結果として新たな「多様性・公平さ・インクルージョンへの

コミットメント」が下記の通り採択されました： 

 ロータリーで私たちは、持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合って

行動する世界というビジョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルーシブ（包

摂的）な文化を培うことが不可欠であると理解しています。  

私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、人種、肌の色、障害、学習スタイ

ル、宗教、信条、社会経済的立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性的指向、ジェン

ダー自認だけでなく、異なるアイデア、考え、価値観、信念を持つ人びとによる貢献を

大切にします。  

 ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会といった面で、歴史的に特定のグ

ループの人びとが障壁に直面していたという点を認識し、すべての人が成功のため

のリソース、機会、ネットワーク、支援への必要なアクセスを得られるよう、地域社会で

のパートナーシップも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さを促進していくことに

私たちは全力を注ぎます。  

 私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えない本質的に独自の資質を

備えていると信じています。また、自分が大切にされているとすべての人が感じ、帰

属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築くことに尽力します。  

 高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョン）に

いたる旅路において組織として自分たちがどこにいるのかを正直かつ透明性をもっ

て見据えるともに、これからも学び、向上し続けていくことに全力を尽くします。 



【地区活動報告】 

ロータリー研究会で当地区が表彰される 

 １２月５日～８日に開催されたロータリー研究会（付属事業を含む）において当地区

が特別表彰及び地区表彰を受けました。 

 また、藤井直前ガバナーから、第３地域２０２２年ヒューストン国際大会推進コーディ

ネーター補佐として、国際大会参加を呼び掛けられました。 

・２０１８－１９年度ポリオプラスＤＤＦ寄贈地区表彰 ポリオ特別表彰 

 

 

 

 

 

 

 

・ＤＤＦの２０パーセント寄贈地区表彰 

 

 

 

 

 

 

・藤井直前ガバナーから、第３地域２０２２年ヒュースト

ン国際大会推進コーディネーター補佐として、国際

大会参加を呼び掛けられました。 



米山記念奨学委員会 学友小委員長 新本 憲一 

  地区米山記念奨学委員会・地区米山学友会、合同開催による2021年イヤーエンドパー

ティーを、12月11日・大阪府泉大津市ホテルきららリゾート関空にて行いました。 

  奨学生全員18名・学友16名（家族2名）・役員委員12名・カウンセラー様10名（重複含む）、計

55名が出席のもと新型コロナ対策を徹底しながら奨学生活動の報告や奨学生出し物・学友

出し物等にて数時間の短時間開催でしたが親交を深めました。 



森本ガバナーエレクト国際協議会激励会 

12月19日(日) ホテルグランヴィア和歌山 

参加した多くの皆さんから、激励の

言葉が寄せられました。 

地区の皆さんの

期待に応え、健

康に留意し、頑

張ります。 

豊岡ガバナー 



 

国際ロータリーの2020-21年度年次報告がご覧いただけるようになりまし

た。コロナ禍にあっても力強く活動を続けた昨年度の報告をご覧ください。 

https://on.rotary.org/3dHNSQB 

・リーダーからのメッセージ 

・財務 

・寄付する理由 

・アーチ・クランフ・ソサエティとレガシー・ソサエティ 

・年度を振り返る 

・より大きなインパクトをもたらす 

・参加者の基盤を広げる 

https://on.rotary.org/3dHNSQB


四つのテスト  
言行はこれに照らしてから  

1. 真実かどうか  

2. みんなに公平か  

3. 好意と友情を深めるか  

4, みんなのためになるか どうか  

















 

 

 

  ガバナー月信の表紙写真をご提供ください。 

 第2640地域内でご自身が撮影された写真（著作物の利用を許可できる作品）を
ご提供ください。 

 風景など、地域の様子をご紹介していただける写真(データ）をお願いします。 

 なお、ご提供が多数ある場合は、編集会議で協議し、決めさせていただきますの
で、予め、ご了解ください。 何卒、ご協力をお願い申し上げます。 

 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


